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りん酸肥料の動向について

1. 不足時代を迎えた世界の肥料

ここ10年以上，だぶついていた世界の肥料が昭

和47年ごろから急に不足がちとなり，本年に入っ

てからその傾向はますます強まり，世は「肥料不

足時代」に入ったといわれる。

なぜ，、急、にこんなことになったのだろう。か。

この点は，今後のわが国の肥料問題を考えるに

当って，十分理解Lておかなければな句ないこと

と思われるが，事態は，一般に想像されている以

上に深刻である。

その意味で，はじめに，戦後の世界肥料事情の

推移にふれた後，わが国におけるりん酸肥料の動

向を紹介した¥¥。

第 2次大戦後，世界の各国は荒廃じた肥料工業

の復興に全力をそそいだ。その結果，各国とも昭

和30年ごろまでには戦前以上の生産水準じ達し，

食糧生産も‘肥料消費の増大につれて向よLた。

ところが，その後，アンモニア製造技術の革新

がおこなわれ，設備規模の大型化が可能となり，

肥料消費の伸びも好調なところから，世界の肥料

工業はアンモニア設備の大型化競争，尿素生産の

拡大，湿式りん酸設備投資の強化に一斉に力を入

れたためγ たちまち肥料生産は需要を大きく土廻

り，それまでもだぶっき気味だった肥料の在庫は

急増じ 1 国際価格は暴落した。

昭和43年から45年にかけて，肥料工業の世界的

不況は最高潮に達し，米国では 2'"'-'3割にのぼる

工場が閉鎖され，また企業の肥料産業からの撤退

も相次いだ。わが国でも，肥料会社の仁脱肥料イL

の動きが強まり，もうからない肥料から，もうか

る部門への移行がおこなわれた。

ここにきて，世界の肥料生産設備への投資は，

ばったりと止まってしまった。いわば不況休戦状

態にλっ、でしまったのであるか入i

この状態が 3"z' .4年続いている聞に，肥料消費
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の方は，人口増大につれて着実に伸びつつあった

から，肥料のだ、ぶっきは次第に緩和し，市況もも

ち直ってきた。

そして，需給が均衛に向い，肥料工業がやっと

明るさを取りもどしたところに，昭和47年，世界

を襲った異常天候によって，大凶作が各地に発生

し， ソ連，中国の 3，400万トンにものぼる食糧，

飼料の大量買付けや，西アフリカ，インドなどの

飢餓問題が深刻に報道され，いわゆる「食糧危機」

に発展した。

各国の食糧増産政策がクローズアップし，世界

の肥料需要が一斉に高まったところに，昭和48年

10月中東戦争に端を発した「石油危機」がぽっ発

した。

アラブの石油輸出機構OAPECが自由圏先進

各国に対し，石油供給制限を打出したわけだ。こ

のため，石油を大量に輸入してきたこれらの国は

もちろん，多くの発展途上国までも先進各国の

「エネルギー危機」のあおりをうけ，世界中がて

んやわんやの騒ぎになった。肥料生産は，直接，

原料石油とエネノレギー不足により操業が低下し，

輸送が停滞した。

そこにこんどはOAPECの石油制限戦略の成

功に刺戟されて，途上国を始め，先進国も加わっ

た資源ナショナリズムがにわかに台頭した。

石油はもちろん， りん鉱石，加里鉱石などの肥

料資源の数割から，数倍に達する供給価格アップ

と，採掘制限がおこなわれるようになョた。

りん鉱石は，昨年秋まで、の値段の3'"'-'4.5倍に値

上げ，カナダの加里鉱石は厳重な生産自j当により，

資源保有国の資源戦略が強く打出されている。

し、ちばん困ったのは，肥料生産設備と外貨をも

たない資源非保有の途上国だ。世界の市場に肥料

は不足し，あったとしても限られた外貨で購入で

きる量は，肥料価格が高騰したため，原料値上げ
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以前の何分のーかに減ってしまった。

一方，自由圏先進国を中心とする肥料輸出国で

は，つくればつくるだけ売れる肥料ふすでに設

備能力一杯に稼動しているため，これ以上生産を

ふやせない。資源，エネルギー不足も'生産増大の

足を引っぱった。にもかかわらず，肥料工業はこ

れ以上生産設備をふやすことに踏みきれないでい

る。

10年以主も続いた長い不況時代の悪夢から，完

全に覚め切れないためだ。目前，不足するからと

いって， うっかり設備をふやせば，また，かつて

のような過剰不況におちいる心配がつよいのだ。

まかりまちがえば，倒産の浮き目にあう。しかし

設備拡大はまるきり止ったわけではない。むし

ろ，現在，肥料の設備投資は，いままでと達っ

て，この世界の「新顔」によって意欲的におこな

われている。資源保有国と，国内需要の急増して

いる発展途上国である。中東，東欧，アジア，ア

フリカ，中南米の各国だ。

このように，世界の肥料工業の中心は，いまま

での，西欧，米国と日本の 3本の柱から，これら

の各国へと多極化し，分散しつつあり，資源ナシ

ョナリズムの普遍化により，高価格の不足時代

が，これから続くものと予想されている。

ごれは，世界の肥料情勢が，史上いまだかつて

ない重大な転換期にさじかかったといえる。

りん鉱石，加里資源の全需要と，石油，天然ガ

スなど窒素肥料生産lこ必要な水素資源の大部分

を，海外から輸入に依存 l，資源小国といわれる

わが国の肥料工業にとっては，とくに緊迫した局

面にさしかかづたといえるj

このような背景の理解のもとで，わが国の肥料

対策が真剣に考えられなければならないといえよ

っ。
2. .48肥料年度のりん酸肥料需給の動向

47肥料年度を，数年ぶりの需給好調下に終え

て，肥料工業は48肥料年度i二入った。

前に述べたように，昭和47年に世界的異状天候

が地球を襲い，食糧需要が爆発的に喚起されたた

め， 48年 1月，米国では 2，000万ヘクターノレ，わ

が国耕地の 3倍以上に達する耕作凍結を解除し

。
た

わが国で、は米作削減措置の緩和などから， 47肥
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料年度は表 1のように，肥料内需が急伸した。こ

の需要急伸は，実需を越えた一時的なものではな

し、かとの懸念から， 48肥料年度の需要想定は，当

初，窒素， りん酸，加里とも， 4"-'5%程度の伸

びにとどまるのではないかとみられていた。

しかし，ふたをあけてみると，予想、に反し，需

要は旺盛で，石油危機以後は，生産が需要に追い

つかず，地域によっては，出荷の不均衡によって

市場から肥料が姿・を消すといった騒ぎまで発生し

た。

表 1 肥料内需実績 (前年比鈎成分1.000トン

肥料年度|窒 素| りん酸|加 旦

4 6 1 674 (98) 1 661(101) 1. 578 (95) 

4 7 1 733(109) 1 717(108) 1 599(104) 

ι8  1 803(110) I 754(105) I 未定

結局，仕上りは，肥料成分としては，窒素の対

前年伸び率110銘に対し，りん酸は 105~ぢとなっ

た。このりん酸の伸び、は，低いようであるが，内

需の 86%を占める化成肥料の消費(出荷〉量(表2)

からみると，高度化成，普通化成， NK化成とも

11296以上，とくに高度化成は116%と47年の倍の

伸び率を示し，また，年度当初の見込の伸びに対

しても 2倍となったことで，如何に全体の需要が

爆発したかわかる。

不足するりん酸資源節約の目的と，生産効率を

高めるため，銘柄集約をおこなう目的で， りん酸

成分の低¥¥化成肥料が大量に出廻ったことが， り

ん酸成分としての内需が意外に低かった一因であ

る。

向表 2 化成肥料内需実績 〈前年比%)実数10.000トン

肥料年度 高度化成 普通化成 NK化成

44 245(103) 117 (91) 27 (93) 

4 5 244(100) 99 (85) 24 (89) 

4 6 253(104) 91 (92) 22 (92) 

4 7 272(108) 91(100) 24(109) 

4 8 314(116) 102(112) 27(113) 

しかし，このような予想を上廻る増加を示した

内需の供給確保については，生産業界の努力が大

きく払われた。

りん鉱石山元の対日りん鉱石供給カット通知

や，オイルショック後の石油，電力の制限に対す

る処置，中でもエネルギー不足に伴なう硫酸の入

手難に対し，特別配給を陳情，確保して，設備の

操業低下をくし 1止めたことなど，政府当局の適切



昭和49年10月 1日 農 業 と 科
~ι 
寸・ 第三種郵便物認可 (7) 

一 一 一一千一ー一 一ーーーーー一 一一一 _.・ a ・ー‘ー一一一一一ー----ームー 一---~.・-----一 一一一 一 一一一ーー ーーーーー一一F 守--~~----.....ー (一一一ー一 一 一 ー ーー守 一--ー一---一'一 一'ーーーー一一 一

な指導と関連業界，流通業者などの格段の協力を

えて，農家の要望に応えることができたのは幸い

なことであった。

3. 49肥料年度のりん酸肥料需給の動向

農林省の予測では， 49肥料年度は， 48年ほど内

需は伸びず，前年比，窒素104労， りん酸104%，

加里1039ぢ程度しか見込んでいない。

とくに，昨年 116%と異状な伸びを示した高度

化成については，相当量の流通在庫が保管され，

本年の工場出荷はかなりセーブされるだろうとい

うのが，関係者の一致した推測である。

普通化成にしても，これまで，年々，消費が僅

かずつだ、が低下を続けた傾向からみて，昨年の112

%の対前年伸びは，実勢以上のものがあるとみる

のが常識である。

しかし，食糧危機以来，わが国の食糧自給率の

向上が強く叫ばれ，不足する飼料対策として，大

豆，飼料作物の生産奨励策も，政府によって打出

されるうえに，先般， 49年度生産者米価が昨年比

379'oの上乗せで決定し，肥料消費促進材料が少く

ないことからみて， 48肥料年度と同じ水準までは

ゆかなくても，予想、を上廻わる内需増大の可能性

もないわけで、はない。

昨年度は，内需確保の至上命令のため，本年 1

月以降，りん酸肥料の輸出は事実上，完全にスト

ップしてしまった。それまで、に例年の半分，約10

万トンが昨年船積みされたに過ぎない。

だが，田中首相が本年初当，東南アジアを訪問

して，強く要請されたように，タイ，フィリピ

ン， インドネシアなどの諸国は，わが国以上に肥

料不足に悩んで、おり，日本の肥料輸出への期待は

極めて切実である。

本年度は， .48肥料年度よりは，需給ひっ迫は緩

和される見込みなので，許せる範囲内で，これら

長年の顧客に対して応える必要があろう。

肥料価格は，本年 1月の改訂に次ぎ， 8月にも

値上げがおこなわれ，化成肥料については，今回

の値上巾は30%前後となっている。

こめ点については，消費者農家各位のご不満は

当然あろうかと思うが， りん鉱石の本年以降の値

上り率は， 3'""-'4.5倍と，肥料史上例を見ない極端

なものであり，これを拒否すれば，わが国へのり

ん鉱石輸入は途絶しかねないーという資源ナショ

ナリズムの高まりの下では，その他もろもろの資

材，労務費，エネノジギーなどの大巾なコストアッ

プもあって，止むをえない措置であった。

むしろ，改訂額の査定が，政府，流通業者とも

に極めて厳しく，一部の企業では今後の円滑な肥

料生産を危ぶむ戸すら出ているのが実情である。

果せ石かな，新価格決定後，、僅か 1カ月という

のに，フロリダりん鉱石が，本年度 3回目の輸出

価格値上実施を決定したとのニュースが流れた。

値上げ巾は33"-'35%だとし 1う。

われわれは，生産者，消費者，流通業者を問わ

ず，今後の肥料需給問題の最重要ポイントとし

て，このような流動的な資源の入手を，如何に円

滑に実現するかに置く必要が出てきている。

4. りん鉱石資源不足対策

最後に， りん鉱石資源の不足対策について少し

ふれる。

世界のりん鉱石不足は，あと 4~5 年は続くも

のとみられている。

その対処策として，わが国が資源保有の発展途

上国でりん鉱石鉱山を開発し，輸入する問題が論

議されている。しかし，少くても数十億円，普通

には数百億円という，!.英大な資本投下を必要とす

る開発事業に取組むには，、数々の問題点が残され

ている。

従って，さし当って，輸λ可能な範囲での既存

りん鉱石の有効利用を図るのが現実的だが，併行

して備畜を進めるべきだと提案も出ている。

だが，これも，供給方の減退している情況での

過剰購入を前提とするだけに，下手をすれば，資

源不足の開発途上国から金持日本の買い占めへの

反感を招きかねない。国際協調の線から逸脱し，

わが国だけが利用する備畜ではうまくゆかないだ

ろう D

節資源の具体策として，従来とは角度を異iこし

た施肥の合理化が農家によっておこなわれ，生産

業界は，製造技術の向上，品質改良に新しい工夫

が望まれる。その途は，地味で，困難が多りが，

とにかく実行する以外にはな¥¥0 


